
平
成
29
年
度
の
芸
文
協
表
彰
式
を
、

11
月
2
日
㈭
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
パ

レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館
２
階
カ
ル
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し

て
、
磯
部
賢
県
生
活
環
境
文
化
部
長
、

室
尚
志
北
日
本
新
聞
社
編
集
局
次
長
・

報
道
本
部
長
の
臨
席
を
得
て
挙
行
し
、

併
せ
て
、
第
４
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
の

贈
呈
式
も
行
い
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
芸
文
協
と
県
芸
術
文
化

の
発
展
に
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
を
顕
彰
す
る
た
め
、
例
年
11
月
に

行
って
い
ま
す
。
今
年
は
、感
謝
状
18
名
、

奨
励
賞
34
名
（
ジ
ュニ
ア
奨
励
賞
含
む
）

に
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。（
９
ペ
ー

ジ
、
お
よ
ろ
こ
び
の
人
々
参
照
）

ま
た
、
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
は
、
あ
る

篤
志
家
の
方
が
平
成
26
年
に
基
金
を
提

供
さ
れ
、
洋
舞
、
演
劇
、
舞
台
技
術

の
分
野
で
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
個
人
若

干
名
に
奨
励
金
と
と
も
に
贈
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
個
人
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
奨
励

賞
が
新
設
さ
れ
、
洋
舞
の
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
、
可
西
舞
踊
研
究
所
の
古

井
晴
香
さ
ん
と
横
田
ほ
の
華
さ
ん
、
ま

た
、
演
劇
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

「
演え
ん
じ
ん
ぜ
ん
か
い

人
全
開　
血
が
滾た
ぎ

っ
て
き
た
ぜ
！
」

主
宰
の
宇
野
津
達
也
さ
ん
（
演
劇
分
野

で
初
の
受
賞
）
の
３
名
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

―第4回富山ひまわり賞贈呈式も併せて挙行―
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８
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰
の

２
日
間
に
県
高
岡
文
化
ホ
ー

ル
に
於
い
て
可
西
晴
香
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭

２
０
１
７
洋
舞
公
演
を
開
催
し

ま
し
た
。

初
日
に
は「DEEP IMPRESSIONS
」

と
題
し
、
可
西
舞
踊
研
究
所
の

研
究
生
が
２
部
に
わ
た
って
公
演

を
行
い
ま
し
た
。
第
１
部
で
は

近
年
の
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
作
品
の
中
か
ら
代
表
作
12

作
品
を
集
め
た
「
ダ
ン
ス
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
１
７
」、
続
く
第
２

部
で
は
、
日
本
の
伝
統
芸
能
に

可
西
舞
踊
研
究
所
な
ら
で
は
の

現
代
感
覚
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
10

作
品
を
集
め
た
「
響
き
に
舞
う
」

を
上
演
し
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
プ
ラ
ハ
・
ボ
ヘ

ミ
ア
バ
レ
エ
団
に
よ
る
小
作
品
集

と
合
わ
せ
て
、
カ
ー
ル
・
オ
ル
フ

作
曲
、
イ
ヴ
ァ
ン
カ
・
ク
ビ
ツ
ォ

ヴ
ァ
ー
演
出
・
振
付
の
「
カ
ル

ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
」
を
上
演
。

可
西
舞
踊
研
究
所
の
可
西
晴
香

代
表
が
主
役
を
務
め
、
ボ
ヘ
ミ
ア

バ
レ
エ
団
及
び
劇
団
文
芸
座
団

員
と
と
も
に
総
勢
40
名
が
熱
演

し
ま
し
た
。
逃
れ
よ
う
に
も
逃

れ
ら
れ
な
い
死
の
運
命
を
表
現

し
た
「
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
」。

人
生
を
謳
歌
す
る
民
衆
の
前
に

可
西
代
表
演
じ
る
黒
装
束
の
死

神
が
現
れ
、
彼
ら
を
死
へ
と
導

き
ま
す
。
死
神
の
鬼
気
迫
る
ソ

ロで
舞
台
が
締
め
く
く
ら
れ
る
と
、

観
客
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

「D
E
E
P
 IM

P
R
E
S
S
IO

N
S

」

は
下
記
の
チ
ェコ
・
プ
ラ
ハ
公
演

で
、「
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
」

は
第
16
回
モ
ナ
コ
世
界
演
劇
祭

で
も
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
15
日
㈫
〜
９
月
１
日
㈮

に
か
け
て
、
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ

で
の
公
演
と
第
16
回
モ
ナ
コ
世

界
演
劇
祭
に
可
西
舞
踊
研
究
所

と
劇
団
文
芸
座
の
出
演
者
ら
総

勢
84
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

８
月
18
日
㈮
の
チ
ェ
コ
・
プ

ラ
ハ
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
劇
場

で
の
公
演
は
、
可
西
舞
踊
研
究

所
と
長
く
親
交
を
深
め
て
き
た

プ
ラ
ハ
・
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団

と
の
合
同
公
演
で
、
同
研
究
所

は
小
品
22
作
品
を
披
露
。
可
憐

で
華
や
か
な
ダ
ン
ス
か
ら
、
日

本
の
伝
統
芸
能
に
現
代
感
覚
を

と
り
い
れ
た
創
作
舞
踊
ま
で
多

彩
な
演
目
で
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。

続
い
て
の
第
16
回
モ
ナ
コ
世

界
演
劇
祭
は
、
国
際
ア
マ
チ
ュ

ア
演
劇
連
盟
が
４
年
に
１
度
開

催
す
る
世
界
演
劇
祭
で
、
富
山

県
は
1
9
8
9
年
に
初
め
て
参

加
以
来
、
今
回
で
６
度
目
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。
2
0
0
1

年
に
富
山
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
演

劇
祭
と
モ
ナ
コ
世
界
演
劇
祭
が

友
好
提
携
を
結
ん
で
か
ら
密
接

な
関
係
を
築
い
て
き
て
い
ま

す
。８

月
24
日
㈭
と
26
日
㈯
の
両

日
に
モ
ナ
コ
の
由
緒
あ
る
劇

場
、
サ
ル
・
ガ
ル
ニ
エ
で
、
ボ

ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
員
と
可
西
舞

踊
研
究
所
、
劇
団
文
芸
座
に
よ

る
「
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
」

の
公
演
を
行
い
ま
し
た
。「
生
」

と
「
死
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
重

厚
な
舞
台
に
、
終
演
後
に
は
総

立
ち
の
観
客
か
ら
割
れ
ん
ば
か

り
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
は
、
国
際
ア
マ

チ
ュ
ア
演
劇
連
盟
の
総
会
や
、

劇
団
文
芸
座
と
現
地
の
劇
団
ス

タ
ジ
オ
・
ド
・
モ
ナ
コ
の
姉
妹

提
携
20
周
年
を
記
念
し
た
祝
賀

会
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
７ 

可
西
晴
香
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

洋
舞
公
演

「D
EEP IM

PRESSIO
N

S

」「
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
」

チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
公
演
及
び
第
16
回
モ
ナ
コ
世
界
演
劇
祭
派
遣
事
業

「カルミナ・ブラーナ」

写真：北日本新聞社提供

「IN THE RAIN AGAIN」

ブロードウェイ劇場での公演
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７
月
17
日（
月
・
祝
）〜
８
月

１
日
㈫
ま
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー
シ
ュ
で
行

わ
れ
た
国
際
美
術
キ
ャ
ン
プ

に
、
洋
画
家
の
大
野
一
秀
さ
ん

と
道
畑
慎
一
さ
ん
を
派
遣
し
ま

し
た
。
長
年
交
流
の
あ
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー

シ
ュ
町
長
の
ソ
ー
ラ
ー
ト
・

テ
ィ
ボ
ル
氏
か
ら
招
へ
い
の
要

望
が
あ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続

い
て
の
派
遣
と
な
り
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の

美
術
キ
ャ
ン
プ
に
は
初
め
て
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

期
間
中
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
や

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
参
加
の
作
家

の
方
々
と
寝
食
を
共
に
し
な
が

ら
制
作
に
励
み
、
大
野
さ
ん
は

教
会
を
題
材
に
し
た
３
点
を
、

道
畑
さ
ん
は
魚
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
３
点
を
制
作
さ
れ
ま
し

た
。
キ
ャ
ン
プ
終
盤
に
は
全
作

家
の
作
品
を
展
示
し
た
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人

は
異
な
る
表
現
方
法
や
技
法
に

触
れ
、
参
加
者
と
親
睦
を
深
め

る
と
と
も
に
、
今
後
の
創
作
活

動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

8
月
11
日（
金
・
祝
）午
後
４

時
よ
り
、
高
周
波
文
化
ホ
ー
ル

（
新
湊
中
央
文
化
会
館
）
に
於

い
て
、
平
成
29
年
度
芸
術
鑑
賞

洋
舞
公
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
公
演
は
、
り
ゅ
ー
と
ぴ

あ 

新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館

を
拠
点
に
活
動
す
る
日
本
初
の

劇
場
専
属
舞
踊
団N

ノ
イ
ズ
ム
ワ
ン

oism
1

に

よ
る
第
２
部
と
、
和
田
朝
子
舞

踊
研
究
所
の
研
究
生
と
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
に
よ
る
第
1
部
で
構
成
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
部
の
前
半
は
、和
田
朝

子
舞
踊
研
究
所
の
研
究
生
た
ち

が「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」他
、多
彩

で
華
や
か
な
ダ
ン
ス
を
伸
び
伸

び
と
踊
り
ま
し
た
。
続
く「
は

だ
か
の
王
様
」で
は
谷
桃
子
舞

踊
団
所
属
の
中
村
慶
潤
さ
ん
が

迫
力
あ
る
ソ
ロ
ダ
ン
ス
を
、「
暗

闇
に
輝
く
星
を
探
せ
」で
は
、

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所
出
身
の

水
島
晃
太
郎
さ
ん
と
伊
藤
麻
菜

実
さ
ん
が
研
究
生
た
ち
と
共
演

し
、一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
を
披
露

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、昨
年
度

利
賀
で
開
催
し
た
と
や
ま
舞
台

芸
術
祭
2
0
1
6
で
も
喝
采
を

浴
び
た「
金カ

ナ
リ
ア
糸
雀 

最
後
に
見
る

夢
は
…
」を
、柳
下
規
夫
さ
ん
、

下
村
由
理
恵
さ
ん
、檜
山
和
久

さ
ん
、津
田
ゆ
ず
香
さ
ん
、そ

し
て
松
理
沙
さ
ん
に
よ
る
豪
華

な
キ
ャ
ス
ト
で
上
演
し
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
、
国
内
外
で
活

躍
す
る
金
森
譲
さ
ん
が
芸
術

監
督
を
務
め
るN

oism
1

の

「Painted D
esert

」（
山
田

勇
気
さ
ん
演
出
振
付
）
を
上
演

し
ま
し
た
。
富
山
県
出
身
で
和

田
朝
子
舞
踊
研
究
所
Ｏ
Ｂ
の
中

川
賢
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
８

人
の
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
力
強
く

迫
力
の
あ
る
動
き
や
、
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
た
先
進
的
な
感
覚
で
細

部
ま
で
緻
密
に
作
り
あ
げ
ら
れ

た
質
の
高
い
舞
台
に
観
客
は
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。
し
な
や
か
な

身
体
の
は
こ
び
の
美
し
さ
な

ど
、
多
彩
な
魅
力
と
パ
ワ
ー
が

溢
れ
る
舞
台
に
、
会
場
で
は
収

ま
る
こ
と
の
な
い
拍
手
が
響
き

ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー
シ
ュ

国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業

平
成
29
年
度
〈
芸
術
鑑
賞
〉
洋
舞
公
演

「N
oism

1 W
AD

A ASAKO
 D

AN
CE CO

M
PAN

Y

」

　　　　　　　　 大野一秀さん　　　　　　　　　　　　　　　　道畑慎一さん

「金糸雀 最後に見る夢は…」

「チャイコフスキー ヴァイオリン協奏曲」
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第
42
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展
を
９

月
９
日
㈯
〜
12
日
㈫
ま
で
富
山
県
民
会

館
美
術
館
・
地
下
展
示
室
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、

書
、
写
真
の
６
部
門
に
、
１
，４
８
９

点
が
寄
せ
ら
れ
、
入
賞
・
入
選
作
品
の

１
，０
１
８
点
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

９
日
㈯
の
開
会
式
は
増
山
理
恵
さ
ん

の
フ
ル
ー
ト
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
緑
川

雅
月
さ
ん
（
可
西
舞
踊
研
究
所
）
の
司

会
で
進
め
ら
れ
、
こ
の
美
術
展
に
寄
せ

ら
れ
た
富
山
中
部
高
校
３
年
の
伊
藤
友

さ
ん
の
詩
「
証
（
あ
か
し
）」
が
、
島

彩
乃
さ
ん（
可
西
舞
踊
研
究
所
）に
よ
っ

て
朗
読
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
後

は
各
部
門
の
展
示
場
で
審
査
員
や
実
行

委
員
に
よ
る
講
評
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
の
表
彰
式
は
、
今
井
光
雄
県

生
活
環
境
文
化
部
次
長
、
㔟
藤
和
弘
北

日
本
新
聞
社
取
締
役
編
集
局
長
を
来
賓

に
迎
え
て
行
い
、
大
賞
受
賞
者
ら
に

は
、
加
藤
淳
芸
文
協
会
長
よ
り
賞
状
と

楯
が
、
㔟
藤
局
長
よ
り
北
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
美
術
賞
・
北
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
奨

励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

入
賞
し
た
主
な
作
品
は
、
下
記
の
県

民
芸
術
文
化
祭
2
0
1
7
の
生
活
文
化

展
で
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
賞
】
受
賞
者
（
敬
称
略
）

絵
画
部
門　
　
　
　
　
松
田　
優
希

彫
刻
部
門　
　
　
　
　
川
口　
明
莉

工
芸
部
門　
　
　
　
　
大
塚　
雄
士

デ
ザ
イ
ン
部
門　
　
　
賀
来
な
が
ら

書
部
門　
　
　
　
　
　
澤
江　
未
来

写
真
部
門　
　
　
　
　
島
田　
侑
弥

9
月
16
日
㈯
〜
18
日（
月
・
祝
）に
砺

波
市
文
化
会
館
で
県
民
芸
術
文
化
祭

2
0
1
7
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
県
日
本
舞
踊
協
会
に
よ

る
祝
儀
舞
「
長
唄
『
君
が
代 

松
竹

梅
』」
か
ら
始
ま
り
、
声
楽
・
邦
楽
、

民
謡
、
郷
土
芸
能
、
洋
舞
、
打
楽
器

演
奏
、
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、

吹
奏
楽
、
合
唱
な
ど
、
多
彩
で
躍
動

感
溢
れ
る
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

開
会
式
典
で
は
、
県
部
門
功
労
（
文

化
分
野
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞

者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
９
ペ
ー
ジ
、
お
よ
ろ
こ
び
の

人
々
参
照
）。

ま
た
、
国
際
交
流
公
演
で
は
、
チ
ェ

コ
・
プ
ラ
ハ
芸
術
大
学
舞
踊
学
科
に
よ
る

小
品
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
人
間
の
深

い
感
情
を
独
特
の
洗
練
さ
れ
た
踊
り
で

表
現
し
た
作
品
に
観
客
は
興
味
深
く
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

生
活
文
化
展
は
、
県
内
13
流
派
と
一

般
公
募
に
よ
る
い
け
ば
な
や
美
術
作
品

の
展
示
（
県
青
少
年
美
術
展
の
作
品
を

含
む
）、
県
内
３
流
派
に
よ
る
お
茶
会

が
開
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
音
楽

や
舞
踊
な
ど
の
華
や
か
で
創
造
性
に
富

ん
だ
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

富
山
の
文
化
施
設
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今

年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
富
山
県
美
術

館
を
中
心
に
県
内
の
文
化
施
設
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

第
42
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展

県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
７

開会式

デザイン部門

書部門

国際交流公演（チェコ・プラハ芸術大学舞踊学科）

いけばなと美術作品の展示

お茶会
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10
月
８
日
㈰
午
後
２
時
よ
り
、
県
利

賀
芸
術
公
園
・
利
賀
大
山
房
に
於
い
て
、

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
７
黒
川
雅

皓
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
「
琴
・
箏
・
夢
幻
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
「
鬼
女
伝
説
『
安あ
だ
ち
が
は
ら

達
原
』

〜
語
り
・
箏
・
洋
舞
に
よ
る
〜
」
は
、

奥
州
安
達
原
の
鬼
女
伝
説
を
題
材
に
、

邦
楽
と
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
、
演
劇
を
融
合

さ
せ
た
新
作
舞
台
で
、
本
公
演
が
初
演

と
な
り
ま
し
た
。
脚
本
・
演
出
に
山
谷

典
子
さ
ん
、
作
曲
に
黒
川
真
理
さ
ん
、

振
付
・
演
出
補
佐
・
主
演
に
可
西
晴
香

さ
ん
と
い
う
強
力
な
布
陣
で
制
作
さ
れ
、

語
り
に
小
泉
邦
子
さ
ん
、
黒
川
邦
楽

院
、
可
西
舞

踊
研
究
所
、

劇
団
文
芸
座

の
メ
ン
バ
ー

が
出
演
し
ま

し
た
。
妖
艶

か
つ
迫
力
あ

る
ス
テ
ー
ジ

で
、
会
場
は

美
し
く
幻
想

的
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま

し
た
。

第
２
部
「
箏
の
響
」
で
は
、
奥
田

雅う
た
の
い
ち

楽
之一さ
ん
に
よ
る
三
絃
と
福
田
輝
久

さ
ん
に
よ
る
尺
八
に
、
黒
川
真
理
さ
ん
の

箏
が
加
わ
り
、
厳
か
で
格
式
高
い
「
尾

上
の
松
」
が
演
奏
さ
れ
た
他
、「
日
本

民
謡
に
よ
る
組
曲
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
部
は
「
琴
の
響
」
と
題
し
、
大

正
琴
ミ
ズ
キ
の
21
名
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
フ
ル
ー
ト
・
箏
な
ど
多
彩
な

楽
器
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

３
章
構
成
の
「
組
曲 

オ
ー
バ
ー 

ザ

レ
イ
ン
ボ
ー 
ワ
ー
ル
ド
」
を
は
じ
め
、

「
哀
愁
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
な
ど
耳
に

馴
染
み
の
あ
る
曲
を
観
客
は
堪
能
し
ま

し
た
。

10
月
22
日
㈰
午
後
２
時
か
ら
、
県
利

賀
芸
術
公
園
・
利
賀
大
山
房
に
於
い
て
、

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
７
筏
井
豊

華
翔
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
「
―
風
に
舞
い 

波
に
お
ど
る
― 

民
謡
舞
踊
公
演
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
台
風
上
陸
に

よ
る
悪
天
候
で
し
た
が
、
大
勢
の
お
客

様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
部
の
「
民
謡
公
演 

ふ
る
里
の
心

を
唄
う
」
は
「
伊
勢
音
頭
」
で
幕
が
上

が
り
、「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」
な
ど
他

４
曲
が
、
歌
手
の
村
松
喜
久
則
さ
ん
、

京
極
加
津
恵
さ
ん
、
長
岡
す
み
子
さ
ん

に
よ
っ
て
唄
い
あ
げ
ら
れ
、
途
中
の
出
演

者
に
よ
る
ト
ー
ク
も
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

第
２
部
「
和

の
響
き
」
で
は
、

水
舞
流 

越
中

八
幡
太
鼓
保
存

会
に
よ
る
迫
力

あ
る
ダ
イ
ナ
ミッ

ク
な
八
幡
太
鼓

の
演
奏
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響

き
渡
り
、
観
客

は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

続
く
第
３
部
で
は
「
北
前
船
回
想
記

海か
い
ふ
う風

に
祈
る
」
を
上
演
。
江
戸
時
代
か

ら
明
治
中
期
、
日
本
海
沿
岸
を
航
行
し

た
北
前
船
の
航
路
に
沿
っ
て
全
国
の
民

謡
を
物
語
の
調
べ
に
乗
せ
て
披
露
し
ま

し
た
。
村
松
喜
久
則
さ
ん
、
京
極
加
津

恵
さ
ん
、
長
岡
す
み
子
さ
ん
を
は
じ

め
、
語
り
の
寺
山
晋
さ
ん
、
華
の
会
、

佐
藤
松
子
流
松
博
会
、
北
陸
琴
民
謡
学

院
、
長
岡
す
み
子
の
会
、
北
陸
秀
城

会
、
越
中
八
幡
太
鼓
保
存
会
の
総
勢
約

50
名
に
よ
る
舞
台
は
、
人
々
の
生
き
様

を
活
き
活
き
と
描
き
な
が
ら
、
観
客
を

壮
大
な
民
謡
の
旅
へ
と
誘
い
ま
し
た
。

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
７ 

黒
川
雅
皓
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
琴
・
箏
・
夢
幻
」

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
７ 

筏
井
豊
華
翔
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
―
風
に
舞
い 

波
に
お
ど
る
― 

民
謡
舞
踊
公
演
」

第１部　鬼女伝説「安達原」〜語り・箏・洋舞による〜

第２部　「清流打ち」

第１部　「大漁唄い込み」

第３部　「北前船回想記 海風に祈る」

第２部　「日本民謡による組曲」

第３部　組曲 オーバー ザ レインボー ワールド「虹の彼方に」
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第
40
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
展
示
部
門
を
11

月
11
日
㈯
〜
13
日
㈪
に
わ
た
り

富
山
県
民
会
館
美
術
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
児
童
画
４
５
８

点
、書
６
９
４
点
、写
真
24
点
、

童
画
13
点
の
応
募
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
瑞
々
し
い
感
性
に

あ
ふ
れ
た
意
欲
作
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
文

芸
部
門
に
は
、
創
作
童
話
47

点
、
詩
８
点
、
短
歌
６
点
、
俳

句
３
９
７
点
、
川
柳
１
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

海
外
か
ら
の
特
別
展
示
と
し

て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ハ
イ
ド
ゥ

＝
ビ
ハ
ー
ル
県
・
ハ
イ
ド
ゥ

ナ
ー
ナ
ー
シ
ュ
、
中
国
の
遼
寧

省
・
上
海
、
韓
国
の
江
原
道
、

ロ
シ
ア
の
沿
海
地
方
、
ア
メ
リ

カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、
リ
ト
ア
ニ

ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
計
９
か
国
1
7
3
点

の
児
童
画
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ハ

イ
ド
ゥ
＝
ビ
ハ
ー
ル
県
・
ハ
イ

ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー
シ
ュ
、
韓
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ベ
ル
ギ
ー
、

ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
創
作
童
話
21
作
品
が
特
別
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
12
日
㈰
に
富
山
県
教
育

文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
演
示
部

門
で
は
、
県
内
16
団
体
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
邦
楽
、
剣
詩

舞
、
民
踊
、
邦
楽
囃
子
、
洋

舞
、
洋
楽
、
日
舞
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
思
う
存
分
発

揮
し
、
元
気
溢
れ
る
ス
テ
ー
ジ

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
特
別
公
演
は
40
回
と
い

う
節
目
の
年
と
い
う
こ
と
で
、

今
年
は
海
外
か
ら
４
団
体
が
参

加
し
ま
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス
ト
ロ
ー
・

フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン
ス
・
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
民
俗
舞
踊
「
マ
ジ
ャ

ロ
ー
ズ
村
の
踊
り
」、
韓
国
江

原
道
の
リ
ト
ル
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
に
よ

る
演
劇
「
犬
小
屋
の
お
祖
母
さ

ん
」、
中
国
遼
寧
省
の
瀋
陽
民

族
芸
術
学
校
に
よ
る
雑
技
・
音

楽
・
舞
踊
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
劇

団
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ス
タ
ジ

オ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
に
よ
る
演

劇
「
マ
テ
ィ
と
ガ
チ
ョ
ウ
」（
日

本
語
上
演
）
が
披
露
さ
れ
、
各

団
体
の
素
晴
ら
し
い
舞
台
に
、

観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

終
演
後
に
は
演
示
部
門
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
海
外
４
団
体
に

楯
と
メ
ダ
ル
が
、
県
内
の
出
演

者
の
中
か
ら
42
名
に
は
奨
励
賞

が
加
藤
淳
芸
文
協
会
長
よ
り
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
展
示

部
門
・
文
芸
部
門
大
賞
受
賞
者
、

演
示
部
門
奨
励
賞
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
大
賞
】受
賞
者（
敬
称
略
）

◎
展
示
部
門

（
児
童
画
）　

放
地　
結
貴　

（
書
）　　

池
田　
華
乃

（
写
真
）　　

沖　
　
聡
真

（
童
画
）　　

近
藤　
未
歩

◎
文
芸
部
門

（
創
作
童
話
）
渡
辺　
咲
希

（
詩
）　　

小
林　
眞
子

（
俳
句
）　　

篠
﨑
さ
く
ら

【
演
示
部
門 

奨
励
賞
】受
賞
者（
敬
称
略
）

四
十
住
一
葉　
　
明
瀬　
雛
乃

伊
藤　
聡
美　
　
大
木　
郁
乃

清
水
美
莉
花　
　
髙
塚
ほ
ま
り

水
越　
陽
香　
　
水
野　
紗
希

柳
澤　
遥
奈　
　
練
合　
姫
文

森
川　
智
佳　
　
森
川　
日
向

澤
野　
優
和　
　
パ
ブ
リ
ー 

マ
リ
ヤ

米
原
悠
有
子　
　
日
野　
愛
菜

東　
　
瑶
果　
　
市
野　
桜
空

井
東
菜
々
子　
　
大
田　
昴
輝

串
田　
美
咲　
　
竹
部　
凛
音

能
松　
瑚
乃　
　
福
田　
晴
真

宮
田　
麻
葵　
　
山
田　
栞
奈

和
島　
千
尋　
　
片
山　
咲
紀

木
花
ひ
か
り　
　
草
野　
友
花

車
谷　
李
琉　
　
小
池　
咲
樂

瀬
戸
あ
お
い　
　
高
林　
　
楓

中
田
美
玖
里　
　
野
口　
七
海

馬
場　
心
花　
　
早
瀬　
由
那

森　
　
愛
莉　
　
應
矢　
理
凪

沖
田　
　
唯　
　
泉
田
結
美
成

第
40
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

劇団プレイヤーズ・スタジオ・デブレツェン
（ハンガリー）

瀋陽民族芸術学校（中国遼寧省）

リトルDOMO（韓国江原道）

展示部門

開会式でゴールデン・ストロー・フォーク・ダンス・
グループ（ハンガリー）の歌声が披露された

ゴールデン・ストロー・フォーク・ダンス・グループ
（ハンガリー）
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平
成
29
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い

公
演
の
最
初
の
公
演
が
、
８
月

24
日
㈭
に
水
戸
田
保
育
園
に
於

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
射
水
市

立
射
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
お

揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
「
ジ

ブ
リ
・
ソ
ン
グ
ス
」
や
「
ミ
ッ

キ
ー
マ
ウ
ス
・
マ
ー
チ
」
な
ど

園
児
が
好
き
な
曲
を
演
奏
。
園

児
た
ち
は
一
緒
に
歌
っ
た
り
、

手
拍
子
を
し
た
り
し
て
大
い
に

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
短
い

曲
を
演
奏
し
な
が
ら
楽
器
紹
介

も
行
い
、
楽
器
を
演
奏
す
る
楽

し
み
を
伝
え
ま
し
た
。

10
月
３
日
㈫
に
朝
日
町
立
さ

み
さ
と
小
学
校
に
て
行
わ
れ
た

能
楽
と
詩
吟
剣
舞
の
公
演
で

は
、
富
山
県
宝
生
会
と
渋
川
流

剣
詩
舞
道
美
真
会
が
出
演
。
能

楽
公
演
で
は
、
佐
野
玄
宜
さ
ん

が
能
楽
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
し
、「
鞍
馬
天
狗
」
の

地
謡
を
生
徒
が
声
に
出
し
て
み

る
体
験
も
あ
り
ま
し
た
。
次
の

詩
吟
剣
舞
公
演
で
は
、
演
目
の

場
面
に
つ
い
て
丁
寧
な
解
説
を

加
え
な
が
ら
情
景
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
な
舞
を
力
強
く
披
露
し

ま
し
た
。

10
月
11
日
㈬
、
か
づ
み
認
定

こ
ど
も
園
で
は
、
洋
楽
と
合
唱

の
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
洋
楽
公
演
は
、
チ
ェ
ロ

の
井
上
貴
信
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
の

藤
井
亜
里
沙
さ
ん
が
「
愛
の
挨

拶
」
や
園
児
に
馴
染
み
の
あ

る
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど

４
曲
を
披
露
。
美
し
い
音
色
に

園
児
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
聴

い
て
い
ま
し
た
。
次
の
合
唱

団
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
」
と
ピ
ア

ノ
美
蔦
真
澄
さ
ん
の
公
演
は
、

「
森
の
く
ま
さ
ん
」
や
坂
本
弁

護
士
の
妻
、
都さ
と
子こ

さ
ん
が
作
詞

し
た
「
あ
な
た
の
心
に
」
な
ど

様
々
な
曲
を
披
露
し
、
心
に
残

る
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
17
日
㈫
は
、
東
般
若
保

育
園
に
於
い
て
大
正
琴
の
琴

伝
流 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
Ｂ
ｏ
ｘ 

ピ
ュ
ア
燦
ズ
、
洋
舞
の
県
洋
舞

協
会
が
出
演
。
大
正
琴
公
演
で

は
、「
お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
」

や
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
な
ど
園
児

た
ち
は
大
き
な
声
で
一
緒
に
歌

い
な
が
ら
演
奏
を
聴
い
て
い
ま

し
た
。
洋
舞
公
演
で
は
「
そ
し

て
、
森
の
中
へ
…
」
な
ど
洗
練

さ
れ
た
身
の
こ
な
し
に
園
児
た

ち
は
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
の
「
み
ん
な
で
踊
ろ

う
！
ち
び
っ
こ
カ
ウ
ボ
ー
イ
」

で
は
、
園
児
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
出
演
者
と
一
緒
に
踊
っ
て
い

ま
し
た
。

10
月
31
日
㈫
に
上
滝
保
育
園

に
て
行
わ
れ
た
公
演
で
は
、
大

正
琴
の
琴
生
流
菊
八
重
と
や
ま

と
洋
楽
の
ジ
ー
ラ
ソ
ー
レ
が
出

演
。
最
初
の
大
正
琴
公
演
で

は
、「
リ
ズ
ム
体
操
き
よ
し
の

ズ
ン
ド
コ
節
」
な
ど
３
曲
を
演

奏
。
園
児
た
ち
は
リ
ズ
ム
体
操

の
振
付
を
教
え
て
も
ら
い
、
大

正
琴
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
体
を

大
き
く
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

次
の
洋
楽
で
は
、「
愛
の
挨
拶
」

な
ど
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
演
奏
に
加
え
て
、
朗
読
「
月

の
光
」
も
披
露
。
息
の
合
っ
た

美
し
い
演
奏
と
優
し
い
朗
読
が

会
場
に
響
き
わ
た
り
、
心
温
ま

る
公
演
で
し
た
。

平
成
29
年
度　

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

８月24日　水戸田保育園

10月３日　朝日町立さみさと小学校

10月11日　かづみ認定こども園

10月17日　東般若保育園

10月31日　上滝保育園
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11
月
５
日
㈰
は
黒
部
市
立
愛

本
公
民
館
で
洋
舞
と
洋
楽
の
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
洋
舞
公

演
に
は
ニ
シ
ム
ラ
ヤ
ス
コ
ダ
ン
ス

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
大
川
都
バ
レ
エ

教
室
が
出
演
。
可
愛
ら
し
い
衣

装
を
身
に
ま
と
い
、
感
性
豊
か

な
踊
り
を
披
露
。
次
の
洋
楽
公

演
で
は
、
と
や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
「
花
の

ワ
ル
ツ
」
か
ら
「
ふ
る
さ
と
の
空
」

ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
披

露
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ら
で
は
の

迫
力
あ
る
演
奏
に
観
客
た
ち
は

真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

観
客
か
ら
質
問
タ
イ
ム
も
あ
り
、

洋
舞
と
洋
楽
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

11
月
13
日
㈪
に
富
山
聖
マ
リ

ア
保
育
園
で
行
わ
れ
た
公
演
に

は
、
洋
楽
の
Ｔ
ｏｒ
ｉ
ｏ　

Ｐ
ａ

ｕ
ｌ
ｏ
、
中
国
遼
寧
省
・
瀋
陽

民
族
芸
術
学
校
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス
ト
ロ
ー
・
フ
ォ
ー

ク
・
ダ
ン
ス
・
グ
ル
ー
プ
が
出

演
。
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ァ

ゴッ
ト
で
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」

他
３
曲
を
演
奏
し
た
ほ
か
、
中

国
の
青
少
年
に
よ
る
雑
技
、
舞

踊
、
笛
な
ど
の
高
度
な
演
技
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
力

強
い
民
俗
舞
踊
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

と
国
際
色
豊
か
な
ス
テ
ー
ジ
と

な
り
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
間

近
で
見
る
演
技
の
迫
力
に
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

同
日
、
か
た
か
ご
幼
稚
園
・

保
育
園
で
は
、
和
田
朝
子
舞
踊

研
究
所
の
洋
舞
に
続
き
、
韓
国

と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
劇
団
が
演
劇

を
上
演
し
ま
し
た
。
洋
舞
は

「
ド
レ
ミ
の
歌
」「
は
じ
め
て
の

お
つ
か
い
」
他
５
曲
の
リ
ズ
ム

感
溢
れ
る
演
技
を
披
露
し
、
韓

国
江
原
道
か
ら
来
日
し
た
児
童

劇
団
リ
ト
ル
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
は
、
家

族
へ
の
思
い
や
り
を
考
え
さ
せ

る
演
劇
「
犬
小
屋
の
お
祖
母
さ

ん
」
を
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
劇
団

プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ス
タ
ジ
オ
・

デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
は
、
流
ち
ょ
う

な
日
本
語
で
「
マ
テ
ィ
と
ガ

チ
ョ
ウ
」
を
熱
演
。
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

11
月
14
日
㈫
、
さ
み
ど
り
認

定
こ
ど
も
園
で
の
公
演
に
は
、

邦
楽
の
沢
井
箏
曲
院 

さ
つ
き

会
、
韓
国
・
リ
ト
ル
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・

ス
タ
ジ
オ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
が

出
演
し
ま
し
た
。
邦
楽
は
箏
で

「
大
き
な
古
時
計
」「
さ
ん
ぽ
」

な
ど
を
演
奏
し
、
園
児
が
曲
に

合
わ
せ
歌
う
シ
ー
ン
も
あ
り
ま

し
た
。
リ
ト
ル
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
の
演

劇
で
は
、
韓
国
語
上
演
な
が
ら

園
児
た
ち
は
舞
台
に
引
き
込
ま

れ
る
よ
う
に
見
入
り
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
ズ
・
ス
タ
ジ
オ
は
歌
や
音

楽
も
交
え
、
観
客
参
加
型
の
皆

で
一
緒
に
楽
し
む
ス
タ
イ
ル
の

演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

同
日
、
富
山
市
立
杉
原
中

学
校
で
は
、
県
洋
舞
協
会
と
中

国
遼
寧
省
・
瀋
陽
民
族
芸
術
学

校
、ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

ス
ト
ロ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン

ス
・
グ
ル
ー
プ
が
出
演
。
洋
舞

は
６
名
の
ダ
ン
サ
ー
が
「
お
か

め
ひ
ょっ
と
こ
〜
花
笠
」「
エ
ス
メ

ラ
ル
ダ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
他

２
曲
の
様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
舞
踊

を
、
瀋
陽
民
族
芸
術
学
校
は
民

俗
舞
踊
や
、
ソ
ロ
や
デ
ュ
エ
ッ
ト

の
歌
唱
、
高
い
技
術
の
笛
の
演

奏
や
息
を
の
む
曲
芸
を
披
露
。

最
後
は
力
強
く
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
俗
舞
踊
が
公

演
を
締
め
く
く
り
、
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

11月５日　黒部市立愛本公民館

11月14日　富山市立杉原中学校

11月13日　富山聖マリア保育園

11月13日　かたかご幼稚園かたかご保育園

11月14日　さみどり認定こども園
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全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
教
育

文
部
科
学
大
臣
表
彰

�

加
藤　
　
淳

民
謡
民
舞
少
年
少
女
全
国
大
会

民
謡
日
本
一
決
定
戦

コ
ン
ク
ー
ル
民
舞
団
体
の
部　
優
勝

�

富
山
華
の
会

モ
ナ
コ
公
国
文
化
功
労
勲
章

シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
章

�

小
泉　
邦
子

�

舟
本　
幸
人

平
成
29
年
度
富
山
県
部
門
功
労

（
文
化
分
野
）表
彰

�

大
野　
時
男

�

亀
谷　
政
春

�

黒
田　
芳
春

�

神
保　
孝
夫

�

富
山
県
写
真
連
盟

�

富
山
地
方
鉄
道
吹
奏
楽
団

第
65
回
二
科
会
写
真
部
展　
会
員
推
挙

�

中
尾　
譲
治

平
成
29
年
度
北
日
本
新
聞
文
化
賞

�

藤
子
不
二
雄
Ⓐ

�

富
山
県
婦
人
会

平
成
29
年
度
北
日
本
新
聞
文
化
功
労
賞

�

能
作　
克
治

平
成
29
年
度
北
日
本
新
聞
芸
術
選
奨

�

吉
本　
浩
二

�

岡
村　
美
南

改
組
新
第
４
回
日
展

初
入
選

�

出
町　
睦
子

�

志
観
寺　
愛

�

川
崎　
典
子

�

中
村　
友
希

�

室
田　
華
苑

特
選

�

横
山　
丈
樹

平
成
29
年
度
富
山
県
功
労
表
彰

�

海
内　
　
保

�

氷
見　
哲
正

�

舟
本　
幸
人

�

富
山
県
邦
楽
協
会

�

富
山
県
民
謡
連
合
会

�
布
橋
灌
頂
会
実
行
委
員
会

第
22
回
と
や
ま
国
際
草
の
根
交
流
賞

�
山
辺　
知
代

平
成
29
年
度
富
山
県
教
育
功
労
表
彰

�
神
田　
賢
二

�

山
本　
広
志

改
組
新
第
４
回
日
展　
会
員
賞

�

得
地　
秀
生

平
成
29
年
度
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
表
彰

感
謝
状

�

明
地　
千
鶴

�

谷
田　
宗
善

�

沙
魚
川
玲
子

�

安
森
登
志
子

�

加
須
屋
美
枝
甫

�

田
伏　
南
光

�

江
田
多
美
子

�

瀬
尾
雅
加
寿

�

三
羽　
　
環

�

松
下　
　
覺

�

鍋
島　
　
憲

�

藤
間　
邦
実

�

三
𠮷
志
代
子

�

清
水
百
佳
子

�

坂
田　
和
美

�

小
西
麻
奈
美

�

越
後
由
希
子

�

齊
田　
和
恵

奨
励
賞

�

楠　
　
星
泉

�

山
崎　
永
山

�

嶺　
　
瑛
水

�

村
井　
義
治

�

渡
辺　
洋
輔

�

谷
上　
大
輔

�

橘　
　
恭
幸

�

吉
澤　
克
仁

�

戸
島　
園
恵

�

森
山　
一
典

�

藤
間　
睦
月

�

藤
間
柚
奈
見

�

藤
間
寿
賀
舞

�

髙
木　
智
裕

�

経
沢　
志
月

�

笹
川　
友
和

�

中
村　
公
紀

�

高
井
由
香
里

�

新
井
希
来
理

�

江
蔵　
美
鈴

�
藤
本　
陽
南

�
鈴
木　
　
和

�

上
野　
真
彩

�

吉
田　
奈
央

�

吉
谷
侑
里
子

�

島　
　
美
聡

�

吉
田　
祐
子

�

島　
　
彩
乃

�

今
村
か
す
み

�

緑
川　
雅
月

ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞

�

中
村　
彩
実

�

小
熊　
夢
唯

�

布
村　
悠
稀

�

布
村　
瑞
稀

第
４
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞　
奨
励
賞

�

古
井　
晴
香

�

横
田
ほ
の
華

�

宇
野
津
達
也

平
成
29
年
度
地
域
文
化
功
労
者
表
彰

�

安
念
千
重
子

● 
お
よ
ろ
こ
び
の
人
々 

●
　（
平
成
29
年
8
月
以
降
受
賞
順・敬
称
略・記
名
順
不
同
）

● 

ご
寄
付 

●

劇
団
文
芸
座�

30
万
円

芸
文
協
事
業
へ
の
支
援
と
し
て

富
山
ハ
イ
ド
ゥ
ビ
ハ
ー
ル
デ
ブ

レ
ツ
ェ
ン（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）友
好

協
会�

10
万
円
余

芸
文
協
事
業
に
参
加
し
た
ハ
ン
ガ

リ
ー
団
体
の
滞
在
費
補
助
と
し
て

ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
、
皆
様
に

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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劇
団
文
芸
座
理
事
の
小
泉
邦

子
さ
ん
、
舟
本
幸
人
芸
文
協
専

務
理
事
の
お
二
人
が
、
モ
ナ
コ

公
国
の
文
化
功
労
勲
章
シ
ュ

ヴ
ァ
リ
エ
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
章
は
モ
ナ
コ
の
文
化

振
興
や
文
化
を
通
じ
た
国
際
交

流
に
尽
力
し
た
方
に
贈
ら
れ
ま

す
。
お
二
人
は
第
16
回
モ
ナ
コ

世
界
演
劇
祭
派
遣
事
業
で
モ
ナ

コ
滞
在
中
に
モ
ナ
コ
公
国
ア
ル

ベ
ー
ル
2
世
公
か
ら
直
接
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
1
9
9
7
年
に

は
小
泉
博
芸
文
協
名
誉
会
長
が

受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
22
日
㈬
に
は
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山

で
、
約
２
６
０
人
が
出
席
し
た

祝
賀
会
が
開
か
れ
、
海
外
か

ら
も
、
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
演

劇
連
盟
会
長
の
ロ
ブ
・
ヴ
ァ

ン
・
ヒ
ュ
ネ
ヒ
テ
ン
さ
ん
（
ベ

ル
ギ
ー
）
や
劇
団
プ
レ
イ
ヤ
ー

ズ
・
ス
タ
ジ
オ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ

ン
芸
術
監
督
の
ピ
ン
ツ
ェ
ー

シ
ュ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
さ

ん
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
も
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

ま
た
お
二
人
は
「
富
山
県
の

舞
台
技
術
の
未
来
を
担
う
若

い
人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
富
山
ひ
ま
わ
り

賞
基
金
に
２
０
０
万
円
を
贈

ら
れ
ま
し
た
。

小
泉
邦
子
さ
ん
・
舟
本
幸
人
さ
ん

モ
ナ
コ
公
国
文
化
功
労
勲
章

シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
章
を
受
章

11
月
18
日
㈯
〜
22
日
㈬
ま

で
、
富
山
県
民
会
館
美
術
館
と

展
示
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ロ

ビ
ー
に
て
「
美
の
祭
典　
越
中

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」

を
開
催
し
、
１
０
，５
５
４
人

が
来
場
す
る
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

年
齢
や
ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を

取
り
払
っ
た
平
面
と
立
体
の
２

部
門
制
の
本
美
術
展
は
サ
イ
ズ

に
制
限
が
な
い
こ
と
か
ら
、
自

由
で
多
彩
な
作
品
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
平
面
部
門
で
３
８
８

点
、
立
体
部
門
で
70
点
、
合
わ

せ
て
４
５
８
点
の
作
品
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
一
人

何
点
で
も
応
募
で
き
る
よ
う
規

定
が
変
更
さ
れ
、
昨
年
度
よ
り

総
出
品
数
が
22
点
増
加
し
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
３
４
４
点
が

入
選
し
、
県
民
会
館
ロ
ビ
ー
か

ら
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

至
る
ま
で
力
作
が
展
示

さ
れ
来
場
者
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

平
面
部
門
は
池
田
愛

花
里
さ
ん
の
「
腐
敗
、

朽
ち
す
」
が
、
立
体
部

門
は
中
山
朱
津
子
さ
ん

の
「
耀
」
が
大
賞
を
受

賞
し
、
県
知
事
賞
と
北

日
本
新
聞
社
長
賞
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
後
に
は
、
受
賞

者
が
作
品
へ
の
思
い

や
創
作
の
き
っ
か
け
な

ど
を
話
す
ク
ロ
ス
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
、
出
品
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
ま
た
期
間

中
に
は
、
学
生
に
よ
る

ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

子
ど
も
の
た
め
の
絵
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
多
彩
な
交
流

事
業
も
実
施
し
ま
し
た
。

会
期
終
了
後
、
主
な
入
賞
作

品
は
、
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
、

北
日
本
新
聞
社
新
川
支
社
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
北
日
本
新
聞
社
砺
波

支
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
と
し

た
巡
回
展
で
12
月
中
旬
ま
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

美
の
祭
典 

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

板倉均北日本新聞社社長による発起人代表のご挨拶

石井隆一県知事による祝辞

開会式

クロストーク
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第
12
回
富
山
県
芸
術
文
化
協

会
「
北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ

大
会
」
は
、
10
月
10
日
㈫
に
富

山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
県

内
の
芸
術
文
化
関
係
者
の
中
か

ら
ゴ
ル
フ
愛
好
者
40
名
が
集

い
、
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
よ

り
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と

も
い
え
る
秋
晴
れ
の
も
と
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
た
ち
は
白
熱
し
た
プ

レ
ー
を
展
開
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

知
的
障
害
者
ら
で
つ
く
る
楽

団
「
ラ
ブ
バ
ン
ド
」
代
表
の
濱

田
興
隆
さ
ん
が
見
事
総
合
優
勝

さ
れ
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化

ホ
ー
ル
館
長
の
寺
岡
伸
清
さ
ん

と
㈱
新
富
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
小

林
雄
太
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー

ス
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ー
後
に
は
同
ク
ラ
ブ
で

表
彰
式
と
懇
親
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
各
賞
の
受
賞
者
に
賞
品

が
贈
ら
れ
、上
位
入
賞
者
に
は
、

板
倉
均
北
日
本
新
聞
社
社
長
よ

り
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
プ

レ
ー
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

次
回
も
、
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
多
数
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
洋
舞
部
門
】

（
中
川
文
可
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
９
月
17
日
㈰
〜
18
日（
月・祝
）

砺
波
市
出
町
子
供
歌
舞
伎
曳

山
会
館
、
富
山
市
民
芸
術
創

造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
ヤ

ナ
チ
ェ
ク
先
生（
チ
ェ

コ
・
プ
ラ
ハ
芸
術
大

学
音
楽
舞
踊
学
部
副

学
部
長
国
際
交
流
担

当
、
舞
踊
学
科
長
）

県
洋
舞
協
会
所
属
団
体
の
子

ど
も
た
ち
を
中
心
に
バ
ー
レ
ッ

ス
ン
や
セ
ン
タ
ー
レ
ッ
ス
ン
な

ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の

レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門
】

（
又
場
龍
大
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
９
月
23
日（
土・祝
）〜
24
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
米
崎
栄
和
先
生

　
　
　
（
指
揮
者
）

大
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の

受
講
生
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

交
響
曲
や
ホ
ル
ス
ト
の
組
曲
な

ど
を
通
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

【
邦
楽
部
門
】

（
瀬
尾
雅
加
寿
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

10
月
21
日
㈯
〜
22
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー

講
師
＝
小
野
正
志
先
生

　
　
　
（
現
代
邦
楽
作
曲
家
）

県
邦
楽
協
会
会
員
や
一
般
の

方
を
対
象
に
、「
筝
曲 

万
華
鏡
」

や
「
通
り
ゃ
ん
せ
幻
想
曲
」
等

の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
受
講
者
は
熱
心
に
練
習
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業　
（
洋
舞
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
邦
楽
）

第
12
回
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会

（洋舞部門）ヴァーツラフ・ヤナチェク先生

左から寺岡伸清さん、濱田興隆さん、小林雄太さん

表彰式・懇親会

（オーケストラ部門）米崎栄和先生

（邦楽部門）小野正志先生
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第
28
回
グ
ラ
ン
パ
パ
・
マ
マ
あ
り
が
と
う

絵
手
紙
展

９
月
20
日
㈬
〜
９
月
28
日
㈭

富
山
国
際
会
議
場
１
階
交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
36
回
叢
声
楽
苑
フ
レ
ン
ド
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
24
日
㈰

サ
ン
フ
ォ
ル
テ
ホ
ー
ル

樂
翠
亭
美
術
館
特
別
企
画
展
「
形
の
素
」

９
月
29
日
㈮
〜
12
月
19
日
㈫

樂
翠
亭
美
術
館

さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト

林
亜
希
子
、
石
川
操
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

９
月
30
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

内
山
邸 

観
月
の
会

10
月
７
日
㈯

富
山
県
民
会
館
分
館 

内
山
邸

第
５
回
瞠
山
会
尺
八
演
奏
会

10
月
９
日（
月
・
祝
）

砺
波
市
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル

演
人
全
開 

血
が
滾
っ
て
き
た
ぜ
！

第
20
回
公
演

10
月
20
日
㈮
〜
10
月
22
日
㈰

富
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

第
27
回
富
山
玄
潮
会
書
展

10
月
21
日
㈯
〜
10
月
23
日
㈪

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

第
22
回
書
燈
社
書
作
展

10
月
27
日
㈮
〜
10
月
29
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
３
Ｆ

第
29
回
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭

10
月
28
日
㈯
〜
10
月
30
日
㈪

富
山
県
民
会
館 

他

国
際
北
陸
工
芸
サ
ミ
ッ
ト
連
携
事
業

豪
農
の
館
「
内
山
邸
」
を
生
け
る

―
い
け
ば
な
と
工
芸
の
出
会
い
展
―

10
月
28
日
㈯
〜
11
月
５
日
㈰

富
山
県
民
会
館
分
館 

内
山
邸

Culture N
IPPO

N
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

in 

富
山

10
月
29
日
㈰

富
山
国
際
会
議
場 

大
手
町
フ
ォ
ー
ラ
ム

公
開
講
座 

水
谷
ち
か
こ
先
生
に
よ
る

ピ
ア
ノ
が
楽
し
く
弾
き
や
す
く
な
る
コ
ツ
と

そ
の
伝
え
方

10
月
30
日
㈪

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
２
階
ふ
れ
ん
ど
る

燿
の
会
い
け
ば
な
展
「
燿
―
結
ぶ
こ
こ
ろ
」

11
月
3
日（
金
・
祝
）〜
11
月
4
日
㈯

北
日
本
新
聞
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
28
回
富
山
県
高
等
学
校
日
本
音
楽
演
奏
会

11
月
４
日
㈯

富
山
能
楽
堂

瀬
尾
学
園
総
合
カ
レ
ッ
ジ
Ｓ
Ｅ
Ｏ
創
立
50
周
年

記
念 JAPAN

 W
EEK 2017

チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
海
外
公
演
壮
行
会
及
び

チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
海
外
公
演

11
月
5
日
㈰

壮
行
会
：
砺
波
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

海
外
公
演
：
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ

年
を
彩
る 

か
な
書
作
品
展

11
月
11
日
㈯
〜
11
月
12
日
㈰

星
の
街
ギ
ャ
ラ
リ
ー

富
山
・
石
川
交
流
活
性
化
事
業

百
花
繚
乱 

大
伴
家
持
生
誕
１
３
０
０
年
記
念

高
岡
園
遊
会
２
０
１
７

11
月
12
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

さ
つ
き
会 

箏
・
尺
八
演
奏
会

11
月
18
日
㈯

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
24
回
秋
を
彩
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

11
月
18
日
㈯
〜
11
月
19
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル

第
２
回
大
正
琴
の
集
い

11
月
23
日（
木
・
祝
）

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

Yoro's M
usic Factory Yasuda

立
ち
上
げ
公
演

11
月
23
日（
木
・
祝
）

若
鶴
大
正
蔵

男
声
合
唱
団 

Ｋ
＆
ク
ル
ー
第
38
回
演
奏
会

11
月
26
日
㈰

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

コ
ー
ロ
・
ピ
ア
ー
チ
ェ 15th. Concert

12
月
２
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
・
パ
タ
ナ
シ
ン
芸
術

大
学 

交
流
展

12
月
９
日
㈯
〜
12
月
17
日
㈰

富
山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館
５
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１・２

第
58
回
定
期
演
奏
会

12
月
９
日
㈯

富
山
県
教
育
文
化
会
館

ダ
ン
ス
Ｆ
ａ
．
レ
ゾ
ナ
ン
ス 

ダ
ン
ス
ラ
イ
ヴ

ｖ
ｏ
ｌ
・
７
「
聖
夜
の
肖
像
」

12
月
10
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

マ
ル
チ
ス
タ
ジ
オ

第
27
回
富
山
市
民
ク
リ
ス
マ
ス

12
月
15
日
㈮

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
九
交
響
曲 

歓
喜
の
夕
べ 

２
０
１
７

12
月
24
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

ぼ
く
と
わ
た
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
デ
ビ
ュ
ー

〜
夢
い
っ
ぱ
い 

未
來
へ
響
く
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
〜

１
月
６
日
㈯

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

第
５
回
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
写
楽
展

１
月
６
日
㈯
〜
１
月
８
日
㈪

富
山
県
民
会
館 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

親
子（
未
就
学
児
）の
た
め
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

１
月
７
日
㈰

富
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

西
川
扇
城
緒
師
籍
30
周
年
記
念

第
２
回
西
川
流
緒
の
会
舞
踊
会

１
月
８
日（
月
・
祝
）

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

祈
り
と
悠
久
・
林　
清
納
展

１
月
20
日
㈯
〜
１
月
28
日
㈰

砺
波
市
美
術
館

第
18
回
と
や
ま
青
少
年
伝
統
芸
能
祭

１
月
21
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

第
44
回
定
期
演
奏
会

１
月
21
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

今
井
顕
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

２
月
11
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

〜
小
さ
な
幸
せ
を
あ
な
た
に
〜

２
月
12
日
㈪

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
54
回
富
山
大
学
合
唱
団
定
期
演
奏
会

２
月
23
日
㈮

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
25
回
春
を
生
け
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

３
月
１
日
㈭
〜
３
月
６
日
㈫

高
岡
大
和
４
階
催
事
ホ
ー
ル

劇
団
Ｐ
．Ｏ
．Ｄ
．第
49
回
公
演

「
ク
ロ
ノ
ス CHRO

N
O

S

」

３
月
10
日
㈯
〜
３
月
11
日
㈰

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

合
唱
団
「
樂
音
樹
」
第
８
回
演
奏
会

３
月
11
日
㈰

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

Ｉ
ｌ 

Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｕ 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

３
月
12
日
㈪

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
35
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

予
選：３
月
17
日
㈯
〜
３
月
18
日
㈰

本
選：３
月
21
日（
水
・
祝
）

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

池
坊
高
岡
支
部
花
展

３
月
17
日
㈯
〜
３
月
18
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
35
回
富
山
県
新
人
演
奏
会

３
月
18
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

詩
と
彫
刻
が
織
り
な
す 

熊
谷
喜
美
子
展

３
月
27
日
㈫
〜
４
月
１
日
㈰

富
山
県
民
会
館
美
術
館

民
友
会
結
成
35
周
年
記
念
民
踊
ま
つ
り

４
月
22
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル

第
８
回
富
山
国
際
現
代
美
術
展
２
０
１
８

Ａ
Ｒ
Ｔ
／
Ｘ
／
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

４
月
28
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル
展
示
場
及
び
野
外

浅
岡
節
夫
バ
ー
ス
デ
ィ
バ
リ
ト
ン
リ
サ
イ
タ
ル

４
月
29
日（
日
・
祝
）

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

谷
井
よ
う
子
舞
踊
研
究
所 

第
13
回
発
表
会

５
月
４
日（
金
・
祝
）

富
山
県
教
育
文
化
会
館

富
山
芙
蓉
吟
詠
会
第
11
回
吟
道
大
会

５
月
６
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

ド
イ
ツ
・
リ
ン
ゲ
ン

第
15
回
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
壮
行
公
演

６
月
３
日
㈰

高
周
波
文
化
ホ
ー
ル

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

訃　

報

洋
画
家
で
元
県
洋
画
連

盟
委
員
長
、
芸
文
協
参
議

の
野
上
祇
麿
先
生
が
平
成

29
年
10
月
23
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
芸
文
協
創

設
当
初
か
ら
協
会
の
発
展

に
大
き
な
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

生
前
、
富
山
県
の
芸
術

文
化
の
振
興
と
発
展
、
ま

た
芸
文
協
の
諸
事
業
に
対

し
て
多
大
な
ご
貢
献
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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